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陽子線治療先進医療実施施設一同

小児腫瘍に対 してX線治療よりも線量分布の優れた場合がある陽子線治療への期待は大

きく、現在先進医療を進め、貴学会のご協力を得ながら保健収載を目指 していることはご

案内の通 りでありますが、先般、厚生労働省主催の先進医療連絡会議にて、施設横断的に

これまでのデータを取 りまとめ、平成 27年 6月 を目指して、 I日 来放射線治療 との比較解

析を実施するべきであるとのご指摘がありました。

日本放射線腫瘍学会 (」ASTRO)で は、陽子線治療先進医療実施施設ワーキンググルー

プを立ち上げ、別紙のごとく、スピーデイに多施設共同の後ろ向き試験を行 うことと致し

ました。 しかし、小児腫瘍の放射線治療に関しては患児の経過観察において、地元の小児

科の医師が中心となって行つて頂いている場合が多く、陽子線治療担当施設だけでの努力

では、十分なデータ収集が難しいことはご承知の通 りです。

貴学会員の皆様に置かれましては、ご担当された患児の経過観察に関して、当該施設な

いし本学会WGか らの協力依頼がございました場合には、本案件の重要性に鑑み、ご協力

のほど、なにとぞ、よろしくお願い申しあげます。もし、各施設内での倫理委員会などに

相当の時間を必要とする場合には、あらかじめ、貴院内での事前相談をお始め頂けますと

幸いです。詳細に関しましては、次ページの連絡先に、ご一報ください。

本来であれば、詳細な説明をさせていただいたうえで、ご協力をお願いするところでご

ざいますが、上記のごとく、極めて短時間での調査を必要とするため、本書面でのお願い

になりましたこと、ご容赦のほどお願い申し上げます。



スケジュール

2014年 8月 28日  : 先進医療連絡会議  (厚労省主催 )

2014年 9月 26日  : 」ASTRO粒子線治療委員会第 1回陽子線治療実施施設 WG

10月 20日  :後ろ向き試験プロトコル案検討 (第 3回陽子線治療実施施設 WG)

11月 :後 ろ向き試験プロトコル完成 (第 4回 」ASTRO粒子線治療委員会 WG)

12月 :後 ろ向き試験倫理委員会 (各病院)
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